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新病院や特別養護老人ホームの整備、福祉医療の無料化拡大、幼稚園・保育園整備……。 
 

●昨年１２月に新病院の整備案が提案されましたが、７名の議員が反対したことにより市長は「当面、

凍結する」ことを表明しました。これに対して「新病院は市民の願いであり、市民や議会に対して

整備方針の説明や理解のための努力を図るべき」と求めました。 
 
●「保険あって介護なし」の介護保険制度です。野洲市でも特別養護老人ホームの待機者は増加の一

途です。市内に特養の整備を進めるよう求めました。 
 
●「子ども園」の保育料を「時間単価」を検討していますが、これでは低所得者層及び長時間保育の

世帯の排除につながりかねません。このような方式を実施しないことを求めました。 
 
●子どもの通院医療費の無料化を中学校卒業まで拡大することを求めました。県下でも拡充する市町

が増えています。野洲市でも早期の実施を求めました。 
 

●大飯原発再稼働やめさせ、原発ゼロと自然エネルギーへの転換を求めました。 
 

●深刻ないじめ問題に対して、子どもの命と人権を守る立

場から学校及び教育委員会が一体となり取り組まれるこ

とを求めました。 
 
●政府が生活保護基準の引き下げや保護を「有期制」にし

て保護抑制を図ろうとしています。市はこのようなこと

に反対されとともに、国負担を増やすことを政府に要望

されることを求めました。 

 


